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初めに 

 

ガフクロミック研究会は、平成 21・22年度日本放射線腫瘍学会課題研究グループ 

「ラジオクロミックフィルムを用いた IMRTの線量分布検証に関する指針作成」がきっ

かけとなり発足し、2009 年（平成 21年）9月 17 日に国立京都国際会館で日本放射線

腫瘍学会学術大会中に開場をお借りして第 1回の研究会を開催した。その後も毎年、

日本放射線腫瘍学会学術大会の大会事務局および関係者のご支援により、毎年研究会

を企画開催し、今回（2018 年 10月 11日）の研究会で記念すべき第 10回の開催となっ

た。第 1回当時は EBT2がリリースされたばかりであったが、その後 10年でガフクロ

ミックフィルムは大きな進化を遂げ、放射線治療領域では、RTQA２，EBT3、EBT-XDと

いった多くの製品がリリースされた 

ラジオクロミックフィルム1が広く線量測定に使用され実用化されてきている現在、

各方面からの定義や規格が定まりつつある。その代表格が国際規格である 

SO/ASTM 51275：Standard Practice for Use of a Radiochromic Film Dosimetry 

Systemその他、国内では‘ラジオクロミックフィルム線量計測システムの使用方法‘と

してＪＩＳの規格化が進められている。これらのクロミックフィルムは工業面での規

格化が主体であるが医療用として多くのフィルムが使用される現在、放射線治療及び

診断領域も含めた形で検討されている。内容的には適応範囲、用途、校正等であり、

ラジオクロミック線量計概要としての内容となっている。  

  今回、第 10回ガフクロミックフィルム研究会の開催に合わせ、本研究会の専門性

を考慮し、医療現場での取り扱いの基準化を目指し、主に放射線治療分野でのガフク

ロミックフィルムの取扱いに関する手引書を作成するに至った。この文書が皆様の日

常業務を実施するにあたり一助となれば幸いである。本文書の作成にあたりご支援い

ただいた関係各位には心より感謝申し上げます。 

 

 

2018年 10月 11日 

ガフクロミックフィルム研究会 代表 

小澤修一 （広島がん高精度放射線治療センター） 

 

 

 

                                         
1 ガフクロミックフィルムは商品名であり、一般名称はラジオクロミックフィルム。 
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１．ガフクロミックフィルム の歴史 

 

ガフクロミックフィルムの歴史は古く現像過程を要しない電子の記録媒体として 1988

年頃から開発が始まっていた。現在の仕様とほぼ同等で比較的低感度の製品（HS、HD-

810、XR-R等）は 1990～2002年の間で提供されていた。その後、2002年により高感度

の RTQA、更に高感度の XR-QAが開発された。EBT は 2004年より提供されていた。 

しかし、製造工程の変更を余儀なくされ 2008年に EBTの製造が終了した。 

ここで全ての製品は一新される。EBTの後継としては 2009年から EBT2が提供された。 

2011年 EBT3が発売され 2015年までの間 EBT2と EBT3は併売される。 

2016年超高感度タイプの XR-SP2シリーズの製造中止された。 

2015年に EBT-XDが発売され現在に至る。 

 

 

ラジオグラフィックフィルムとラジオクロミックフィルム 

A.ラジオグラフィックフィルム： 

現像処理を必要とし、ハロゲン化銀が還元され黒化する作用を利用している。 

その組成に銀粒子を含みエネルギー依存性がある。 

更に、フィルム面に対して、垂直に照射される場合と平行に照射される場合とで、依

存性がみられる。 

また、フィルムの線量特性は現像時の液温などの現像条件に依存する。従って、この

現像処理の依存性を可能な限り排除する為、現像条件の管理が特に肝要となる。 

遮光の為、レディパックを使用する場合、ファントムとの圧着ムラの影響を受ける場

合がある。 

また、裁断などの後、ファントム間へ固定する等の作業や現像処理の為、暗室での作

業を伴う。 

 

B.ラジオクロミックフィルム2： 

現像処理を必要とせず、放射線感受性モノマーの破断・重合の作用によりポリマー化

され染色される作用を利用している。 

 
その組成は主に炭素水素酸素で構成され人体組成に近くまた高原子番号物質である銀

粒子を含んでいない為、エネルギー依存性も小さい。 

 

  

                                         
2 ラジオクロミックフィルムはガフクロミックフィルム（商品名）の一般名称である。 
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Active Component波長特性 

明室で作業が可能な為、暗室を必要としない。現像を必要としない為、自動現像機が

不要で必然的に現像条件の管理の必要がない。 

また、照射時の方向依存性はや表裏の区別はない。（EBT3）

 
 

その一方、感光材の放射線感受性モノマーの棒状構造の為、スキャナーでの読み取り

時に回転および表裏の方向依存性がある。照射時の方向依存は考慮する必要はない

が、フィルムを使用する際の習慣付けのためにも、照射時にもフィルムの方向に注意

することをお勧めしたい。EBT3については、方向依存性が軽減されているが、臨床的

に無視できる量にはなっておらず、未だにスキャン時のフィルムの方向には注意が必

要である。 

スキャナーにフィルムを配置する際、この読み取り時方向依存性を避ける為にフィル

ムの向きを統一する必要がある。方向依存性により＊%の誤差が生じる可能性がある。 

フィルムを小片にカットする際には、毎回各小片の同じ方向の角に印をつける必要が

ある。 

Marker Dye の波長特性 
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特に、特性曲線用に Field By Field 法を採用した場合、各照射フィルムの向きの統一

に誤りが含まれると、特性曲線に不整合が生じ易くなり、注意が必要になる

  
 

Material Thickness
Apporoxi

mate

microns g/cm^3 H Li C N O S Ba Bi Na Cl Al

Clear

polyester

film base

125 1.35 36.40% 0.00% 45.50% 0.00% 18.20%

Active

layer

(contains

approxim

ately 5%

28 1.35 55.80% 0.60% 31.10% 0.40% 10.50% 0.10% 0.10% 0.10% 1.40%

COMPOSITION (ATOM%)

 

参考として上図に EBT3の組成を示しておく。 

 

左図は EBT3 の構造を示す 
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２．ガフクロミックフィルムの種類と用途 

 

現在、国内で流通する主な放射線治療分野(大線量用も含む)向けガフクロミックフィ

ルム製品は以下の通りです。 

 
RT-QA2-111 1.5x11inch（約 3x28cm） 放射線放射線治療向け幾何学解析向き 

RT-QA2-1010 10x10inch（約 25x25cm） 放射線放射線治療向け幾何学解析向き 

RT-QA2-1417 13x17inch（約 33x43cm） 放射線放射線治療向け幾何学解析向き 

 

EBT3 8x10inch（約 20x25cm） 放射線放射線治療向け線量解析向き（R:～10Gy） 

        （G:～40Gy） 

EBT3-1417 13x17inch（約 33x43cm） 放射線放射線治療向け線量解析向き（R:～10Gy） 

        （G:～40Gy） 

EBT-XD 8x10inch（約 20x25cm） 放射線放射線治療向け線量解析向き（R:～40Gy） 

        （G:～200Gy） 

MD-V3 5x5inch（約 13x13cm） 放射線放射線治療装置の管理等（R:～100Gy） 

HD-V2 8x10inch（約 20x25cm） 放射線放射線治療装置の管理等（R:～1000Gy） 

 

 
 

 
 

  
 
  

左図は EBT2(現在は製造終了)と EBT3（右側）の相違を示

す。 

図に示すように薄い黄土色で半透明なシート構造である。 

透過光で測定を行う。 

ＥＢＴ３を用いた専用治療装置向けの製品もある。 

左図はサイバーナイフ治療装置専用のフィルムの例を示

す, 

専用ツールにそのまま使用できるように加工処理が施さ

れている。 

 

透過光で測定を行う 

 

RT-QAフィルムは左図に示すように黄色の乳剤保護膜及

び白色の背後保護膜のシートで覆われたフィルム。 

反射光で測定を行う。 
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３：GAFCHROMIC 固有の特性 
ガフクロミックフィルムは固有の特性を有しているので使用前には以下に示す特性を

把握しておく必要がある。主な注意事項として 

 

3-A：時間特性[1]（潜像） 

 
 

3-B：平坦度特性[2][7][8](フラットベットスキャナーを用いた取り込み時の問題) 

 
 

3-C：光学的な障害陰影(RT-QA) 

 
 

3-D：フィルムスキャン時の傾きの問題[1] 

 

左図は照射後の R,G,B各色の濃度変化を表したグラ

フである。 

赤色の色変化が大きな事がわかる。 

最低でも数時間（３時間以上）の遮光（机の引き出

し中等）放置した後、データ取得を推奨する。 

120分で 0.006%程度の濃度変化に収まるが、特例と

しては各時間毎のコントロールを作成する場合もあ

る。 

左図に示すのはフラットベットスキャナーの CCD配

列方向における各濃度と平坦度の関係を示す。 

濃度の違いによる平坦度の相違が示されている。 

（平坦度は濃度によって変わる） 

専用の平坦度補正を施す事により改善する事も期待

される＊ 

おおよそ、１５㎝ｘ１５㎝を超える範囲での取り込

みを行う場合は注意する必要がある。 

 

左図は光学的障害陰影である RT-QAで生じたモアレの

一例を示す。EBT3 ではこの障害陰影を考慮して５ミク

ロン程度の極小突起をフィルム面に生成しているが、

RT-QAの場合はその限りではない。防止方法としてス

キャナーのガラス面と GAFCHROMICフィルム面に１ｍ

ｍ程度の空気層を準備すれば、障害陰影防止の大きな

効果が期待できる。EBT2を使用する際のモアレ除去に

ついてはガラス板を使うなどのモアレ除去法も提案さ

れている[10]。 

左図に EBT3の傾きと取得情報の関係を示す。 

図に示すように角度毎に取得濃度が変化することが

わかる。 

常時、決まった角度（0,90度等）で収集する事を

推奨する。 
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3-E：スキャン回数と濃度変化の関係[1] 

 
 

3-F：フィルム（特に EBT3）の反り[1] 

 
 

3-G：切断 

 

  
 

 

以上が日常的な収集作業を行う場合に考慮する事例を示したが、各施設間で決められ

た方法を用い、繰り返し同一収集作業を行う事を推奨する。 

 

 

左図に EBT3のスキャン回数と取得情報の関

係を示す。 

図では３回～４回程度のスキャン回数が高

結果を示しているが、各施設での通常収集

では決まった回数での取り込みを推奨す

る。 

 
ＥＢＴ３の場合はフィルムの反りが生じる場合

があり、思わぬ濃度差を取得する場合がある。 

上図に示すように反り防止のガラス等(～2mm

厚)を用いる事により修正が可能になる 

（線量対濃度特性時も同じ条件が必須） 
 

EBT3フィルムを使用するとき、国内では切断を行いな

がら照射を行う場合が殆どである。 

切断に最も適したツールとしては、レーザー加工機(左

図)が最も優れており、自由曲線の切断が可能である。 

しかし高価であり特別な排煙装置を必要とする為、導

入時には事前の検討を必要とする。 

一般的には入手が容易で安価な鋏が使用される。 

刃の長い鋏及び又はギロチン式のカッターを推奨する

（左図下方）。回転式のカッター及び刃の短い鋏では

剥離が生じやすい。[6] 
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４．受け入れ～保管 

4-1:入荷直後の扱い 

ガフクロミックフィルム製品が手元に届く毎に、先ず中身を確認する。変色や過大な

剥離などが無い事を確認する。 

ガフクロミックフィルムの梱包には温度履歴検知シートが同梱されている。通常は濃

紺となっている、高温状態に曝されるとオレンジに変色する。開封時、温度履歴検知

シートが濃紺である事をご確認する。 

 必要に応じて、入荷直後に全フィルムにマークを付加しておくことも検討する。 

これは、単独使用時、フィルムの抜き差しで方向の間違いを防止する事が可能にな

る。 

4-２：保管 

製品に間違いがなければ保管を行う。 

保管を行う場所は常温（40度以下）の治療装置操作室の机の中等に保管を行う。 

4-2-Ａ）極度の乾燥室（電位計等の保管庫）では乳剤（アクテブレーヤー）が変質す

る場合があるので推奨はしない。 

4-2-Ｂ）冷蔵庫内への保管は、取り出し時に周囲の湿気がフィルム面へ水蒸気として

付着する場合があるので推奨はしない。 

 

５．使用準備 

コントロールデータの収集等で実際の作業を行う場合の注意事項を説明する。 

EBT3の基礎的照射の方法や指標としては、AAPM TG-55が参考になる。 [5] 

 

ここではＥＢＴ３の国内における、日常使用時の指標を述べる。 

5-Ａ）扱いには使い捨てのゴム手袋等を事前に装着し、フィルムへの油脂の付着を防

ぐ事。 

5-B）切断は前記の鋏、カッター、レーザー加工機等で処理されるが、マークが付加さ

れているか？ 

5-C）四角形等でのフィルムは出来る限り大きな面積のフィルムを用意する（例

3cmx3cm以上） 

5-D）茶封筒等を（＊MeV，Date，LOT#等を記載）事前に用意し切断フィルムを保管、

照射の準備へ 

進む(LOT#は製品箱に同梱されているシールを貼付するのも容易)。 

 

６．コントロール（線量対濃度の特性曲線）の作成 

基本的に異なる LOT間でも特性曲線は一定であるが、突然色味が変化する事があり注

意を要する。特性曲線が一定である事の確認の為 LOT毎に特性曲線を作成し確認す
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る。コントロール特性は使用エネルギー毎の収集する事が望ましい。各施設で特性曲

線のエネルギー非依存性が確認できれば共用も可能である。 

照射野 10cmｘ10cm、深度 10㎝（SSD90）,後方散乱体として１０㎝以上のファントムを

用意する事を推奨する。 

6-A）ファントムとセットアップに関して 

固体ファントム：利点としては、固体ファントム利用の場合、積層による深度設定が

簡便であり、セットアップが比較的容易であることが挙げられるが、欠点は、ファン

トム素材や圧着程度の相違により濃度が左右される場合があるので注意が必要となる

点である。 

 

 
図：個体ファントムを使用した場合の設置一例。 

 

 

水ファントム：利点としては素材の影響がない事、圧着のムラが無い事などが挙げら

れるが、欠点としては、水を使用する為に設置～収集までの操作が煩雑になる。 
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図：水ファントムを使用した場合の設置一例。左は側面図、右は上面図。 

 

6-B)投与線量の目安 

原則的にはご使用のフィルムの濃度上限までステップを取得するが、現実的には関心

線量の２倍を目安にステップを作成する。８～１０ステップ程度を推奨する。 

投与量は参考として 

 

1回２Gy処方の例 

MU=25, 50, 100, 150, 200, 300, 400, (500) を用意する。 

 

1回 20Gy処方の場合の例(20Gy) 

MU=100, 300, 600, 900, 1200, 1600, 2000, 2400, 2800 を用意する。 

 

 

線量対濃度の関係は滑らかに変化するので制御点数は少なくても構わない。 

 

6-C）照射方法 

曝射の方法としては Field by Field 法とセグメント照射法がある。 

 

6-C-1）Field by Field法 

フィルムを小片に裁断し、１枚ずつ照射する手法。MU数を決めて算術的に吸収線量を

求める。 

また、線量を決めて MUを逆算する場合、整数 MU 値のみ設定可能な治療機では算出さ

れた MU値によっては誤差が生じる事を理解する。 

深度は 10cm深を推奨する。用いた照射野に於ける TMR（A0，10cm）の値が必要にな

る。 

用いる照射野は任意であるが、10x10cmを用いると OPFが 1.000である為、計算には都

合が良い。 
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6-C-2）セグメント照射法 

フィルムは裁断せず、フィルム面にフィールドを限局して照射する手法。フィルムを

裁断しない為、Field by Field の様なフィルム小片相互の向きの統一の問題は生じな

い。注意点としては、限局された各照射野は隣接している為、その吸収線量は隣接照

射野からの散乱線の影響を受けている事も考慮する必要がある。限局照射野個別の実

測では考慮は不十分と言える。各限局照射野毎に他の限局照射時の被りも含めて総積

算線量を実測するか、又は、治療計画装置でセグメント照射法の治療計画を立て、各

限局照射野の線量及び MU を算出する。 

Field byField法同様に cGyを決め MUを算出する場合、整数化 MUの影響が無い事を確

認する。 

 

 

6-D）照射 

 6-D-１）油脂がフィルム面に付着しないように手袋装着の状態でファントム間にセ

ットして照射準備に入る。 

この時のフィルムの向き、方向は問わなく、自由設定で構わない。 

6-D-２）照射は通常使用する線量率を用いて照射を行う、 

6-D-３）照射が完了したら照射時間を茶封筒等にメモしておき、照射後のフィルム

を茶封筒中へ保管し、蛍光灯等の直射光は避けておく。 

 

 

７．潜像及び濃度変化 

ガフクロミックフィルムでは曝射終了後からの経過時間に依存した濃度変化が生じる

事が知られている（前記参照）。 

曝射後変化（Post Exposure Change）はフィルムへの曝射が終了してから、そのフィ

ルムをスキャンするまでの経過時間に依存してフィルム濃度に相違が生じる事を指

す。但し、曝射後変化は経過時間と共にその変化量は小さくなる。従って、濃度線量

変換テーブル用のフィルムをスキャンする場合など、曝射終了時刻の異なるフィルム

同士を一度にスキャンする際に注意が必要となる。 

より短時間に線量評価を可能とする方法として、経過時間毎のコントロールテーブル

を用意する方法もある。曝射後変化は経過時間に依存している為、一連のテーブル用

照射の開始時刻と終了時刻の中央時刻を起点に、例えば２時間経過後に全てのテーブ

ル用フィルムを読み込み保存する。その後、４時間後、６時間後など、異なる経過時

間毎にスキャンし保存する。これらスキャン画像に基づき濃度線量返還テーブルを作
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成する。但し、テーブル用フィルムを一括でスキャンする限り、元々、照射終了時刻

にタイムラグがある為、１時間以内の経過時間テーブルは誤差が懸念される。 

一方、各照射フィルム毎に照射終了時刻を記録管理し、各照射フィルム毎に経過時間

スキャンを行なえれば、照射終了時刻タイムラグは存在せず、タイムラグに内包され

る誤差のないテーブル作成が可能になる。この場合、１時間以内の経過時間で濃度線

量返還テーブルを作成する事も可能となる。 

 

7-1）収集時間(スキャン時間)の設定 

照射後の収集時間は、照射開始と照射終了の中間時間を用いて、必要時間ごとのコン

トロール曲線の取得を設定する。 

それまでに照射されたフィルムをフラットベットスキャナーのガラス面へ設置してお

く。 

（ソリ防止の押さえガラス、RT-QA等の共有使用等では空気層用のガラス等も確認して

おく） 

フィルムはガラス面の中央部分へ並べ、取り込み準備を行う。 

 

7-2)高線量での収集 

EBT3では 10Gy程度までの線量に対応していますが、それ以上の(例 30Gy等)線量特性

を収集する場合は専用フィルムを用いた方法が容易です。 

EBT-XDフィルム等は 30Gy 程度まで対応が可能ですが扱う方法は本方法と同じです

[3]。 

 

7-3）赤、青、緑等の単色収集データを用いての処理に関して。 

解析ソフトウエアによっては緑成分を補正に用いるなど、多ＣＨでの処理が可能です

が照射～収集作業の取扱は同じです。 

収集データとして R-16Bit,G-16Bit,B-16Bit等で取得してあればアプリケーションへ

の応用が広がります。16bit は階調の為で 16bitで 65536階調になるが、８bitでは

256階調になる。RGBはガフクロミックフィルムの波長特性を利用する為で、多 CH処

理への応用が可能になる。（解析ソフトの方で対応している必要があるが、ImageJ等

でも応用は可能）[9] 
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８．スキャナーを用いた収集に関して 

取り込みには一般的にはフラットベッドスキャナーの使用を推奨する。また、ガフ

クロミックフィルムの波長特性を利用する為、カラー48Bit(R-16Bit,G-16Bit,B-

16Bit)の設定を推奨する。 

イメージタイプはグレースケールも使用可能である。但し、ビット数は 16 を推奨す

る。また、グレースケールを採用した場合、後述する多 CH処理への対応は適用されな

い。 

また、保存書式(Tiff,バイナリ形式)は各社異なるのでフィルムドジメトリ装置メーカ

に確認を行っておいてください。 

 

透過原稿使用であるガフクロミックフィルムをスキャンするにはバックライト光源と

しての透過原稿ユニットが必要である。バックライトの光源には、白色 LED、キセノン

蛍光ランプがあるが機種により異なる。解像度は７２DPI程度を推奨する。ノイズ除去

として Median Filter等の使用も検討する、ただし、広範囲での filter処理を施すと

主成分の信号成分をも処理してしまうので注意をする。 

 

 
 

 

国内スキャナーとしては、EPSON の装置が検討される、 

そのスキャン条件のポイントとしては、 

１． 原稿種をフィルムとする 

２． フィルムタイプをポジフィルムとする 

３． ガフクロミックフィルムの波長特性を生かす為、カラー(48bit)を選択する。 

４． 解像度は 72DPI程度とする。 

の４点が挙げられる。 

線量評価用のスキャンでは、”調整”の項目が全て無効化されている事を必ず確認す

ることが必要となる。EPSON Scan ウィンドゥの最下段”環境設定”ボタンから、”カ

ラー”タブの”色補正無し”にチェックを入れる事で無効化される。 

  

左図は製造元の推奨設定[6] 
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8-1)下図に代表的な EPSON 社の取り込みダイアグラムの例を示します。 

8-2)カラー（48bit）を選択する点 

8-3)解像度は７２DPI程度とする点 

8-4)線量評価用のスキャンで最も留意が必要な点は、”調整”の項目が全て無効化さ

れている事を確認する点になる。EPSON Scanウィンドゥの最下段”環境設定”ボタン

から、”カラー”タブの”色補正無し”にチェックを入れる事で無効化される。 

  
ES-10000G,ESG11000の場合 

 

 

 
 

8-1～8-4に示すように ES-10000G,ES-G11000,DS-G20000とも全て透過原

稿、自動濃度補正無し、75(72)DPIを推奨する。 

 

  

 
上記は製造元のマニュアルからの参照である

が左図の国内 EPONのドライバーとの対応が

同じである事が分かる。 

 

最後に調整の項目が非アクテブであれば OK

ですがそうでない場合は環境設定から‘色補

正なし’を選択して下さい。 

 

③  

④  
⑤  

①  
②  

③  

①  

②  

④  
⑤  

③ 
② 

④ 
⑤ 

左図は DS-G20000の例を示します。 
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９．その他の収集事前検討事項 

EBT3の特徴としてコーティング層表面のモアレ防止加工が施されている。これによ

り、通常のスキャン解像度であればモアレの発生は最小限に抑えられるが RT-QA等の

反射原稿を使用する場合は空気層を設定する必要がある。 

その為には常時空気層を持たせたガラス板の設置も検討する。[10] 

ガラス板はホームセンター等でフォトフレームのガラス(～2mm厚)を用いると容易であ

る。 

 

スキャナーガラス面に直置きで、ガラス板で上から抑え付ける。（注、抑えのガラス

板を使用した場合には以降全てのスキャンは抑えのガラス板を用いる） 

 

9-1)コントロール曲線（線量校正曲線）の取り込み 

フィルムの向きを予め定めたオリエンテーションの向きに合わせて配置する。 

ここではエプソン社製 ES-G11000を例にする。 

 

9-1-1)Field by Field法 

スキャナーに向かって左右方向（走査方向）に順にテーブル用に曝射したフィルムを

並べる。 

奥行き方向には中央付近に配置し、 

並べた全フィルムを一度にスキャンする。 

 

 

9-1-2)セグメント照射法 

フィルムの向きを予め定めたオリエンテーションの向きに合わせて配置します。 

濃度線量変換テーブル用のスキャンで抑えのガラス板を使用した場合には検証用フィ

ルムのスキャンでも抑えのガラス板を使用する。 

 
  

最左側は CCDのキャリブレーション領域にな

ります。 

この範囲内にはフィルムが入らないように注

意します。 

中央付近で常時収集する事を推奨します。 

最左側は CCDのキャリブレーション領

域になります。この範囲内にはフィル

ムが入らないように注意します。中央

付近で常時収集する事を推奨します。 
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10．コントロール曲線（線量校正曲線）の作成手法 

フィルム濃度から吸収線量への変換には予め取得した濃度線量変換テーブルから特性

曲線を作成する。 

濃度線量変換テーブル用の曝射時の吸収線量を確認する。各曝射の吸収線量の値と対

応するフィルム画像の濃度をセットとする。順次、吸収線量とフィルム濃度のセット

を作成する。ベース濃度として未照射のフィルムの濃度を吸収線量＝０cGy とする。 

コントロール曲線の作成手順は使用する Film Dosimetry ソフトウエアに従って下さ

い。 

 

 

以下に線量校正曲線を作成する際に使われる近似式と特徴の一覧を示す。 

直線近似 テーブル上の各点を通り点と点の間を直線で結ぶ。テーブルの点数が少

ないと補間部分で乖離が大きくなる。一般に外挿はされない。 

スプライン

近似 

テーブル上の各点を通り点と点の間を滑らかな曲線で結ぶ。各点を通り

滑らかに結ぶ為、フィッティングの良い近似になる。一方で、各点にイ

レギュラー値があった場合、そのイレギュラー値に追従してしまう。全

体的に滑らかで、各点で逆転現象など無い事の確認が必要となる。外挿

はされない。 

多項式近似 テーブル上の各点を考慮し全体的に滑らかな曲線を描く。必ずしも、各

点は通らない。次数が適切であれば、テーブルのイレギュラー値への追

従は小さいと言える。テーブル各点を必ずしも通らない問題はあるが、

全体としては妥当と言える。外挿が可能である。一般に３～５次が多

い。 

 

 

11．多ＣＨ処理 

カラー48BITで取得されたデータは多 CH処理を行うソフトウエアも用意されている場

合も有るが、各ソフトウエアにより処理方法が異なるので各メーカへ確認してくださ

い。 

 

12．ラテラル依存性 

現在、頭頚部などの広い照射野の検証時、フィルム辺縁で線量誤差が大きくなる現象

が知られている。これはスキャン時のスキャナーの移動方向に対して直交する CCD配

列方向に出現し、その依存性はスキャンの中心軸からの距離と線量の両方に依存して

いる。（ラテラル依存性と呼ぶ）。本研究会でも二回の報告がある[5,6]が、前記でも

示しているが、ガフクロミックフィルム使用時の特有問題でもある。ソフトウエアに

よる校正の為、手法や手順が異なるので各メーカへの確認をお願いします。 
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13．照射後のフィルム保管に関して 

曝射後のフィルムの保管には注意を要する。特に長期に保管する場合には蛍光灯など

からの紫外線を避け遮光された環境（前記の茶封筒等）に保管する。後日再評価（再

スキャン）するフィルムの保管には留意するし、LOT番号が混在しない様に保管するこ

とが重要である。 

また、長期に保管すると遮光されていても自己変化により濃度が変化する事が知られ

ている。再スキャンまで無用に間隔を空けない事も肝要になる。 
 

14．長期未使用のフィルムに関して 

長期間（～1年等）未使用の場合は自然黒化が進む事が考えられるため、必ず同一箱の

フィルムでコントロール曲線を再取得し、その上で使用して下さい。 

 

15．廃棄 

ガフクロミックフィルムは従来の銀塩フィルム等と異なり銀などの高原子番号物質を

含んでいない為、廃棄は一般の廃棄物として可能である。 

 

最後に 

ここまでガフクロミックフィルムの受け入れ～保管～コントロール特性の準備、デー

タ収集、廃棄処理等の一連を説明したが、特性等の特有課題も考慮し、各施設の基準

に合わせた一連の作業の一助となれば幸いである。  
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